
今　
回　
の　
扇　
大　
臣　
の　
現　
地　
視　

察　
は　
、　
平　
成　
12  
年　
12  
月　
に　
石　

原　
知　
事　
が　
扇　
大　
臣　
に　
要　
請　

し　
、　
大　
臣　
が　
こ　
れ　
受　
け　
て　
実　

現　
し　
た　
も　
の　
で　
す　
。　
扇　
大　
臣　

の　
視　
察　
は　
、　
三　
鷹　
市　
と　
武　
蔵　

野　
市　
の　
２　
カ　
所　
で　
行　
わ　
れ　
ま　

し　
た　
。　

1  
月　
16  
日　
午　
後　
３　
時　
過　

ぎ　
、　
扇　
大　
臣　
は　
三　
鷹　
市　
北　
野　

の　
視　
察　
地　
に　
到　
着　
し　
ま　
し　

た　
。　
現　
地　
で　
は　
石　
原　
知　
事　
、　

安　
田　
養　
次　
郎　
三　
鷹　
市　
長　
が　
出　

迎
え
、　
案
内
し
ま　
し　
た　
。　

現　
場　
で　
奥　
野　
晴　
彦　
国　
土　
交　

通　
省　
関　
東　
地　
方　
整　
備　
局　
長　
か　

ら　
計　
画　
に　
つ　
い　
て　
説　
明　
を　
受　

け　
た　
扇　
大　
臣　
は　
、　
石　
原　
知　
事　
、　

安　
田　
市　
長　
と　
と　
も　
に　
歩　
い　
て　

視
察
を
行　
い　
ま　
し　
た　
。　

視　
察　
地　
付　
近　
に　
は　
中　
央　
自　

動　
車　
道　
が　
通　
っ　
て　
お　
り　
、　
計　

画　
で　
は　
外　
環　
と　
中　
央　
自　
動　
車　

道　
の　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
の　
建　
設　

が
予
定
さ　
れ　
て　
い　
ま
す　
。　

「　
話　
し　
合　
い　
は　
継　
続　

し　
て　
い　
き　
た　
い
」　

約　
10  
分　
の　
視　
察　
を　
終　
え　
た　

扇　
大　
臣　
は　
、　
最　
終　
地　
点　
の　
北　

野　
南　
ゲ　
ー　
ト　
ボ　
ー　
ル　
場　
に　
お　

い　
て　
、　
北　
野　
不　
動　
産　
管　
理　
研　

究　
会　
、　
外　
環　
道　
路　
反　
対　
連　
盟　

三　
鷹　
外　
環　
道　
路　
反　
対　
同　
盟　
か　

ら　
「　
要　
望　
書　
」　
を　
受　
け　
取　
り　

ま　
し　
た　
。　

要　
望　
書　
に　
目　
を　
通　
し　
、　
そ　

れ　
ぞ　
れ　
の　
意　
見　
を　
聞　
い　
た　
扇　

大　
臣　
は　
「　
今　
ま　
で　
凍　
結　
さ　
れ　

た　
ま　
ま　
宙　
ぶ　
ら　
り　
ん　
の　
状　
態　

が　
続　
き　
、　
み　
な　
さ　
ん　
が　
ご　
迷　

惑　
で　
あ　
っ　
た　
こ　
と　
も　
、　
ま　
た　
、　

行　
政　
面　
で　
き　
ち　
ん　
と　
対　
応　
で　

き　
て　
い　
な　
く　
て　
、　
み　
な　
さ　
ん　

方　
が　
ど　
う　
し　
た　
ら　
い　
い　
か　
わ　

か　
ら　
な　
か　
っ　
た　
と　
い　
う　
こ　
と　

も　
含　
め　
て　
、　
状　
況　
は　
よ　
く　
わ　

か　
り　
ま　
し　
た　
」　「　
賛　
成　
も　
反　
対　

も　
両　
方　
意　
見　
が　
あ　
る　
の　
は　
当　

た　
り　
前　
と　
思　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
皆　

さ　
ん　
が　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
意　
見　
・　
要　

望　
が　
で　
き　
る　
よ　
う　
な　
条　
件　
整　

備　
を　
し　
て　
い　
き　
た　
い　
し　
、　
話　
し　

合　
い　
は　
継　
続　
し　
て　
い　
き　
た　
い　
」　

「　
男　
性　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
女　
性　
の　

意　
見　
も　
色　
々　
聞　
き　
た　
い　
」　
な　

ど　
と
語
り
ま　
し　
た　
。　

こ　
れ　
に　
対　
し　
、　
住　
民　
か　
ら　

は　
「　
一　
刻　
も　
早　
く　
、　
白　
黒　
つ　

け　
て　
も　
ら　
わ　
な　
い　
と　
後　
継　
者　

も　
育　
た　
な　
い　
」　「　
話　
し　
合　
い　
を　

継　
続　
し　
、　
住　
民　
が　
納　
得　
す　
る　

よ　
う　
な　
結　
論　
を　
考　
え　
て　
ほ　
し　

い　
」　
な　
ど　
の　
意　
見　
が　
出　
さ　
れ　

ま　
し　
た　
。　

地
元
住
民
と

意
見
を
交
換

こ　
の　
後　
、　
扇　
大　
臣　
は　
、　
２　
カ　

所　
目　
の　
視　
察　
地　
で　
あ　
る　
武　
蔵　

野　
市　
吉　
祥　
寺　
南　
町　
に　
移　
動　
し　

ま　
し　
た　
。　

こ　
こ　
で　
は　
、　
青　
山　
　　
東　
京　

都　
副　
知　
事　
、　
土　
屋　
正　
忠　
武　
蔵　

野　
市　
長　
が　
案　
内　
し　
ま　
し　
た　
。　

現　
場　
は　
Ｊ　
Ｒ　
中　
央　
線　
吉　
祥　
寺　

駅　
と　
西　
荻　
窪　
駅　
の　
中　
間　
地　
点　

で　
、　
井　
の　
頭　
通　
り　
近　
く　
の　
住　

宅
地　
で　
す　
。　

こ　
こ　
で　
も　
奧　
野　
局　
長　
か　
ら　

説　
明　
を　
受　
け　
た　
扇　
大　
臣　
は　
、　

現　
地　
の　
子　
ど　
も　
に　
話　
し　
か　

け　
た　
り　
、　
立　
ち　
止　
ま　
っ　
て　
住　

民　
の　
方　
々　
の　
意　
見　
を　
聞　
き　
な　

が　
ら　
歩　
い　
て　
視　
察　
を　
行　
い　
ま　

し
た
。　

最　
終　
地　
点　
の　
本　
田　
南　
公　
園　

で　
は　
、　
外　
環　
道　
路　
反　
対　
連　
盟　

か　
ら　
「　
要　
望　
書　
」　
を　
受　
け　
取　

り　
、　
公　
園　
に　
集　
ま　
っ　
た　
住　
民　
と　

の　
意　
見　
交　
換　
を　
行　
い　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
な　
か　
で　
扇　
大　

臣　
は　
「　
み　
な　
さ　
ん　
の　

意　
見　
を　
尊　
重　
し　
て　
、　

ど　
う　
い　
う　
方　
法　
が　
と　

れ　
る　
か　
と　
い　
う　
こ　
と　

で　
今　
日　
は　
来　
ま　
し　

た　
。　
35  
年　
間　
放　
置　
し　

て　
お　
り　
、　
こ　
の　
ま　
ま　

で　
い　
い　
と　
は　
思　
い　
ま　

せ　
ん　
」　「　
21  
世　
紀　
の　
在　

り　
方　
も　
含　
め　
て　
、　
み　

な　
さ　
ん　
と　
話　
し　
合　
っ　

て　
、　
そ　
し　
て　
東　
京　
都　

と　
も　
話　
し　
合　
っ　
て　
、　

国
も　
そ　
の　
方
針　
に　

従　
っ　
て　
、　
し　
か　
も　
で　
き　

得　
る　
限　
り　
の　
努　
力　
は　

し　
よ　
う　
と　
思　
っ　
て　
い　
ま　

す　
」　「　
計　
画　
決　
定　
当　

時　
と　
は　
、　
東　
京　
の　
交　

通　
状　
況　
や　
技　
術　

力　
な　
ど　
も　
大　
き　

く　
変　
わ　
っ　
て　
い　
ま　

す　
。　
高　
架　
で　
は　

な　
く　
地　
下　
に　
つ　

く　
る　
こ　
と　
も　
、　

選　
択　
肢　
の　
一　
つ　
」　

な　
ど　
と　
語　
り　
ま　

し　
た　
。　

こ　
れ　
に　
対　
し　

住　
民　
か　
ら　
は　
「　
凍　

結　
解　
除　
に　
つ　
い　
て　

は　
軽　
々　
し　
く　
扱　

わ　
な　
い　
で　
ほ　
し　

い　
」　「　
地　
下　
に　
な　
っ　
た　
場　
合　
、　

地　
下　
の　
水　
源　
対　
策　
が　
問　
題　
」　

な
ど　
の　
意
見
が
出
ま　
し　
た　
。　

扇　
大　
臣　
の　
視　
察　
は　
、　
午　
後　

４　
時　
過　
ぎ　
に　
終　
わ　
り　
ま　
し　
た　
。　

33
年
ぶ　
り　
の

大
臣　
の
現
地
視
察

外　
環　
（　
関　
越　
道　
〜　
東　
名　
高　

速　
間　
）　
は　
昭　
和　
41  
年　
７　
月　
に　

「　
都　
市　
計　
画　
」　
決　
定　
が　
さ　
れ　
て　

い　
ま　
す　
が　
、　
昭　
和　
45  
年　
に　
建　

設　
大　
臣　
が　
「　
地　
元　
と　
話　
し　
得　

る　
条　
件　
が　
整　
う　
ま　
で　
強　
行　

す　
べ　
き　
で　
な　
い　
」　
旨　
の　
発　
言　
を　

行　
っ　
て　
以　
来　
、　
今　
も　
「　
凍　
結　
状　

態
」　
が
続　
い　
て　
い　
ま
す　
。　

な　
お　
、　
外　
環　
計　
画　
予　
定　
地　

の　
担　
当　
大　
臣　
に　
よ　
る　
現　
地　
視　

察　
は　
、　
昭　
和　
43  
年　
の　
保　
利　
茂　

建　
設　
大　
臣　（　
当　
時　
）　の　
視　
察　
以　

来　
33  
年
ぶ　
り　
で　
し　
た　
。　
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国
土
交
通
相
が

外
環
計
画
予
定
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を
視
察
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計画予定地付近にて（武蔵野市）
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外環のこれからについて、
あなたの声をお聞かせください。

●お知らせする方法
広報誌、パンフレット、インターネットのホームページ、記者発表、シンポジウム、など

●意見・意向をお聞きする方法
はがき、e-mail、専用ダイヤル、専用FAX、アンケート調査、など

●対話方式の意見交換をする方法
相談所、説明会、など
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住民の方々のご意向を把握し、計画づくりに反映させていきます。

さ
る
１
月
16
日
、　
扇
千
景
国
土
交
通
相
が
、　
外
環
計
画
予
定
地
と
な　
っ　
て　
い　
る

三
鷹
市
北
野
三
丁
目
付
近
と
、　
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
南
町
三
丁
目
付
近
の
２
カ

所　
を　
徒　
歩　
で　
視　
察　
し　
ま　
し　
た　
。　
三　
鷹　
市　
で　
は　
石　
原　
慎　
太　
郎　
東　
京　
都　
知　
事　
が　
同　
行

し
ま
し
た
。　

三
鷹
市
と
武
蔵
野
市　
で
住
民　
か　
ら
大
臣　
へ　「
要
望
書
」　



少
人
数
の

会
合
設
置
に
合
意

対　
話　
形　
式　
の　
意　
見　
交　
換　
の　

う　
ち　
、　
地　
元　
住　
民　
団　
体　
と　
の　

話　
し　
合　
い　
が　
、　
平　
成　
12
年　
４　

月　
、　
７　
月　
に　
続　
き　
11
月　
30
日　

に　
第　
３　
回　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　

た　
。　
東　
京　
都　
が　
話　
し　
合　
い　
を　

呼　
び　
か　
け　
た　
の　
は　
、　
平　
成　
11

年　
10
月　
に　
石　
原　
知　
事　
が　
現　
地　

を　
視　
察　
し　
た　
際　
、　
知　
事　
宛　
に　

要　
望　
書　
な　
ど　
を　
提　
出　
し　
た　
７　

団
体
で
す　
。　

３　
回　
目　
の　
話　
し　
合　
い　
は　
、　

調　
布　
市　
グ　
リ　
ー　
ン　
ホ　
ー　
ル　
に　

お　
い　
て　
、　
午　
後　
６　
時　
30
分　
よ　

り　
、　
５　
団　
体　
の　
代　
表　
と　
建　
設　

省　
、　
東　
京　
都　
の　
担　
当　
者　
が　
出　

席
し　
て
行
わ
れ
ま
し
た
。　

席　
上　
、　
山　
下　
保　
博　
東　
京　
都　

都　
市　
計　
画　
局　
長　
が　
「　
行　
政　
と　

住　
民　
の　
皆　
様　
方　
と　
が　
胸　
襟　
を　

開　
い　
て　
話　
し　
合　
う　
こ　
の　
よ　
う　

な　
場　
は　
非　
常　
に　
意　
義　
深　
い　
も　

の　
と　
考　
え　
て　
お　
り　
、　
今　
後　
も　

引　
き　
続　
き　
話　
し　
合　
い　
を　
行　
っ　

て　
い　
き　
た　
い　
と　
考　
え　
て　
い　
ま　

す　
。　
ま　
た　
８　
月　
に　
は　
外　
環　
に　

つ　
い　
て　
専　
門　
に　
扱　
う　
部　
署　
を　

設　
置　
し　
ま　
し　
た　
。　
外　
環　
に　
つ　

い　
て　
機　
動　
的　
か　
つ　
即　
応　
的　
に　

対　
処　
し　
、　
皆　
様　
方　
の　
ご　
理　
解　

を　
得　
る　
た　
め　
、　
さ　
ら　
に　
一　
層　

努　
力　
し　
て　
い　
き　
た　
い　
と　
考　
え　

て　
お　
り　
ま　
す　
」　
と　
挨　
拶　
し　
ま　

し
た
。　

奧　
野　
晴　
彦　
建　
設　
省　
関　
東　
地　

方　
建　
設　
局　
長　
は　
「　
着　
任　
し　
て　

数　
カ　
月　
の　
短　
い　
期　
間　
で　
す　

が　
、　
前　
局　
長　
同　
様　
、　
長　
い　
年　

月　
に　
わ　
た　
る　
地　
元　
の　
皆　
様　
方　

の　
ご　
心　
労　
な　
ど　
に　
対　
し　
て　
、　

余　
り　
あ　
る　
も　
の　
を　
感　
じ　
た　
次　

第　
で　
す　
。　『　
謝　
罪　
』　『　
白　
紙　
撤　

回　
』　『　
凍　
結　
解　
除　
』　
等　
々　
に　
つ　

き　
ま　
し　
て　
は　
、　
地　
域　
の　
皆　
様　

方　
と　
の　
話　
し　
合　
い　
を　
大　
切　
に　

し　
て　
い　
き　
た　
い　
と　
い　
う　
考　
え　

の　
中　
で　
、　
色　
々　
と　
議　
論　
を　
し　

て　
い　
き　
た　
い　
と　
思　
っ　
て　
お　
り　

ま
す
」　
と
挨
拶
し
ま
し
た
。　

続　
い　
て　
建　
設　
省　
、　
東　
京　
都　

か　
ら　
「　
大　
深　
度　
地　
下　
」　
と　
「　
都　

市　
計　
画　
法　
」　の　
概　
略　
に　
つ　
い　
て　

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。　

ま
た
席
上
、　
建
設
省
と

東
京
都
か
ら　
「
事
前
に
議

題
の
整
理
」　「
説
明
項
目
の

整
理
」　
の　
た
め　
に　
、　
少
人
数

の
会
合
の
設
置
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。　
地
元
住
民
団

体
か
ら
は　
「
了
承
」　
の
回
答

が
届　
い　
て　
い
ま
す　
。　

最　
後　
に　
引　
き　
続　
き　
話　
し　

合　
い　
を　
継　
続　
す　
る　
こ　
と　
に　

双　
方　
が　
賛　
意　
を　
示　
し　
、　
こ　
の　

日　
の　
話　
し　
合　
い　
は　
終　
了　
し　
ま　

し
た
。　

「
臨
時
出
張
相
談
窓
口
」

三
鷹
市
で
実
施

平　
成　
12  
年　
12  
月　
、　
三　
鷹　
市　

の
牟
礼　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
・　
セ　
ン　

タ
ー　
（
14
日
）　
と
新
川　
・　
中

原　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
・　
セ　
ン　
タ　
ー　

（　
15  
日　
）　
に　
お　
い　
て　
、　
外　
環　
に　

つ　
い　
て　
情　
報　
を　
提　
供　
し　
、　
個　

別　
に　
相　
談　
を　
受　
け　
る　
「　
東　
京　

外　
か　
く　
環　
状　
道　
路　
臨　
時　
出　
張　

相　
談　
窓　
口　
」　
を　
実　
施　
し　
て　
、　

建　
設　
省　
と　
東　
京　
都　
の　
担　
当　
者　

が　
、　
住　
民　
の　
皆　
さ　
ん　
の　
ご　
相　

談　
を　
受　
け　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
両

日
、　
臨
時
相
談
窓
口
に　
は

合
わ　
せ　
て　
50  
人
以
上　
の　
方　
々　

が
来
場
さ
れ　
、　
相
談
さ
れ　

る　
と
と
も　
に　
、　
ご　
意
見
、　
ご　

要
望
等
を
出
さ
れ
ま
し
た
。　

そ　
の　
他　
、　
右　
表　
の　
と　
お　
り　
、　

住　
民　
か　
ら　
の　
要　
望　
に　
よ　
っ　
て　
建　

設　
省　
と　
東　

京　
都　
の　
担　
当　

者　
が　
、　
住　
民　

主　
催　
の　
会　
合　

な　
ど　
に　
参　
加　

し　
て　
状　
況　
を　

説　
明　
し　
た　

り　
、　
既　
に　
開　

通　
し　
て　
い　
る　

外　
か　
ん　
（　
常　

磐　
道　
〜　
関　

越　
道　
）　
な　
ど　

の　
案　
内　
を　
す　

る　
な　
ど　
、　
対　

話　
形　
式　
に　
よ　

る　
意　
見　
交　

換　
が　
、　
平　
成　

12  
年　
２　
月　
の　
「　
成　
城　
地　
域　
フ　

ォ　
ー　
ラ　
ム　
」　
を　
は　
じ　
め　
１　
年　
間　

で　
11  
回　
、　
現　
地　
視　
察　
は　
２　
回　

行
わ　
れ
ま　
し　
た　
。　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　
の　
全　
結　
果　

平　
成　
12  
年　
２　
月　
〜　
３　
月　
に　

は　
、　
外　
環　
沿　
道　
７　
区　
市　
を　
中　

心　
に　
、　
東　
京　
都　
、　
埼　
玉　
県　
、　

神　
奈　
川　
県　
、　
千　
葉　
県　
に　
居　
住　

し　
て　
い　
る　
約　
７　
千　
人　
を　
調　
査　

対　
象　
と　
し　
た　
「　
首　
都　
圏　
の　
社　

会　
資　
本　
整　
備　
と　
東　
京　
外　
か　
く　

環　
状　
道　
路　（　
外　
環　
）　に　
関　
す　
る　

ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　
調　
査　
」　
を　
実　
施　

し　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
結　
果　
の　
一　

部　
を　
本　
紙　
２　
号　
で　
報　
告　
す　
る　

と　
と　
も　
に　
、　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　
に　

お　
い　
て　
全　
文　
を　
公　
開　
し　
て　
い　

ま
す　
。　

平
成　
13  
年
も
引
き　
続　
い　
て　

情
報　
・　
資
料
を
提
供

国
土
交
通
省
と
東
京
都　

で　
は　
、　
外
環　
（
関
越
道
〜
東

名
高
速
間
）　
に　
つ　
い　
て
計
画

づ　
く
り　
の　
初
期　
の　
段
階
か

ら
、　
皆
さ　
ん　
の　
ご　
意
向
を
お

聞
き
し
、　
計
画
づ　
く
り　
に

反
映
し　
て　
い　
く　
こ　
と　
が
必
要　

で　
あ
る　
と
考
え
、　「
外
か　
ん　

の　
ど
う
し　
て

こ　
う
し　
て　
」　

（
発
行

東
京
都
都
市
計
画

局
）、　「
外
環　
の　
必
要
性
と　
そ　

の　
効
果
」　（
発
行

建
設
省

関
東
地
方
建
設
局
川
崎
国

道
工
事
事
務
所
）　
な
ど　
の　
パ　

ン　
フ　
レ　
ッ　
ト　
、　
広
報
紙　
「
外

環
ジ　
ャ　
ー　
ナ　
ル　
」　（
本
紙
）　
を

平
成　
12
年　
２
月
に
創
刊
す

る　
と
と
も　
に　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　

を
開
設
し　
て
情
報　
の　
提
供

を
行　
っ　
て　
い　
ま
す　
。　

地　
元　
住　
民　
団　
体　
等　
と　
の　
対　

話　
、　
情　
報　
の　
提　
供　
は　
平　
成　
13  

年　
に　
お　
い　
て　
も　
継　
続　
し　
て　
行　

い　
ま
す　
。　

﹇　
役　
職　
名　
は　
、　
話　
し　
合　
い　
が　
行　

わ　
れ　
た　
当　
時　
の　
も　
の　
で　
す　
。　
平　

成　
13
年　
1
月　
6
日　
よ　
り　
、　
建　
設　

省　
は　
国　
土　
交　
通　
省　
に　
、　
関　
東　
地　

方　
建　
設　
局　
は　
関　
東　
地　
方　
整　
備　
局　

に
な
り
ま　
し
た　
。﹈　

東京外かく環状道路広報紙

昭　
和　
41
年　
の　「　
都　
市　
計　
画　
」　
決　
定　
以　
来　
、　
凍　
結　
状　

態　
が　
続　
い　
て　
い　
る　
「　
外　
環　
」　
に　
関　
し　
て　
、　
昨　
年　
は　

地　
元　
住　
民　
団　
体　
と　
の　
話　
し　
合　
い　
が　
3
回　
行　
わ　
れ　

ま
し
た
。　

地元住民団体との第3回話し合い
11月30日に行われる

調布市で開催された地元住民団体との第3回話し合い

■東京都と国土交通省の担当者が地域の方との会合などに参加しています。

東京都と国土交通省では、町会など、地域の皆様からの要請等を受けて、外環の担当者が

参加し、説明を行っております。これまでに参加した会合等は次の通りです。

国土交通省関東地方整備局
川崎国道工事事務所 調査第一課
TEL・FAX  044-888-6417（外環専用ダイヤル）
E-mail  Kawakb60@ktr.mlit.go.jp
http://www.ktr.mlit.go.jp/kawakoku/gaikan/

東京都都市計画局 施設計画部街路計画課
TEL 03-5388-3279 FAX 03-5388-1354
http://www.toshikei.metro.tokyo.jp

（平成13年1月より変更しています）

外環（関越道～東名高速間）へのお問い合わせは下記にて受け付けています。

三鷹市の臨時出張相談窓口では建設省と東京都の担当者が応対

平成1 2年　地元住民との対話や現地視察会

現地視察で地下構造の一般的な事例についての説明（平成12年5月）


